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一
括
交
付
金
の
交
付
決
定
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
一
六
年
度
沖
縄
関
連
予
算
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
一
括
交
付
金
は
、
不
用
額
や
繰
越
額
が
多
か
っ
た
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
県
の
執
行
体
制
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
を
評
価
し
て
、
前
年
度
と
同
額
を
計
上
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
お
尋
ね
す
る
。

一

一
括
交
付
金
は
、
民
主
党
政
権
下
で
創
設
さ
れ
、
自
民
党
政
権
に
な
っ
て
か
ら
「
使
い
勝
手
が
悪
い
」
と
の
判
断
で
他
県

で
は
廃
止
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
沖
縄
県
に
対
し
て
は
残
し
て
い
る
の
か
。

二

不
用
額
や
繰
越
額
が
多
い
理
由
の
一
つ
に
、
政
府
の
事
前
審
査
が
厳
し
く
、
関
与
が
必
要
以
上
に
あ
り
す
ぎ
る
と
の
批
判

が
あ
る
が
、
事
実
か
。

三

政
府
は
一
括
交
付
金
の
交
付
決
定
に
当
た
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
観
点
や
項
目
、
基
準
で
事
前
審
査
や
関
与
を
行
っ
て
い
る

の
か
。

四

一
括
交
付
金
は
、
「
使
い
勝
手
が
よ
い
」
と
か
「
自
由
度
が
高
い
」
、
「
画
期
的
」
と
の
触
れ
込
み
が
あ
る
が
、
補
助
金

の
交
付
決
定
と
比
較
し
て
、
何
が
「
使
い
勝
手
が
よ
い
」
の
か
、
ま
た
何
が
「
自
由
度
が
高
い
」
の
か
、
そ
し
て
何
が
「
画

期
的
」
な
の
か
、
具
体
的
に
説
明
を
求
め
る
。
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五

交
付
決
定
の
目
安
と
な
る
観
点
や
項
目
、
基
準
が
記
載
さ
れ
て
い
る
「
交
付
要
綱
」
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

六

一
括
交
付
金
の
交
付
が
恣
意
的
に
行
わ
れ
た
り
、
そ
の
時
々
の
政
治
情
勢
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
交
付
決
定

の
目
安
と
な
る
観
点
や
項
目
、
基
準
を
明
文
化
す
る
考
え
は
な
い
か
。

七

交
付
決
定
を
全
て
沖
縄
県
側
に
委
ね
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

二


